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日
本
共
産
党
は
、
北
朝
鮮
労
働

党
と
は
、
現
在
、
い
か
な
る
関
係

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

朝
鮮
労
働
党
か
ら
の
覇
権
主
義
的

な
干
渉
と
攻
撃
に
よ
る
も
の
で
、

今
日
の
断
絶
状
態
に
い
た
る
ま
で

に
は
、「
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン
（
金
日

成
）
主
義
へ
の
追
従
集
団
「
自
主

の
会
」「
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン
主
義
研

究
会
」
な
ど
を
育
成
・
組
織
し
て

の
一
九
七
〇
年
代
以
来
の
日
本
共

産
党
へ
の
干
渉
、
八
三
年
の
ラ
ン

グ
ー
ン
・
テ
ロ
事
件
を
め
ぐ
る
朝

鮮
総
連
（
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合

会
）
か
ら
の
攻
撃
、
八
四
年
の
北

朝
鮮
海
軍
の
日
本
漁
船
銃
撃
事
件

に
さ
い
し
て
の
朝
鮮
労
働
党
機
関

誌
「
労
働
新
聞
」
か
ら
の
攻
撃
、
そ

し
て
こ
れ
ら
に
た
い
す
る
日
本
共

産
党
の
側
か
ら
の
反
撃
、
八
七
年

の
北
朝
鮮
の
工
作
員
に
よ
る
大
韓

航
空
機
爆
破
事
件
と
そ
れ
を
め
ぐ

る
論
争
な
ど
、
一
連
の
経
過
が
あ

り
ま
し
た
。
一
九
八
五
年
十
一
月

一
九
八
五
年
十
一
月

一
九
八
五
年
十
一
月

一
九
八
五
年
十
一
月

一
九
八
五
年
十
一
月

の
日
本
共
産
党
第
十
七
回
大
会
の

の
日
本
共
産
党
第
十
七
回
大
会
の

の
日
本
共
産
党
第
十
七
回
大
会
の

の
日
本
共
産
党
第
十
七
回
大
会
の

の
日
本
共
産
党
第
十
七
回
大
会
の

決
議
決
議
決
議
決
議
決
議
は
、
こ
の
干
渉
と
攻
撃
の
根

底
に
あ
る
北
朝
鮮
の
覇
権
主
義
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

ま
す
。「
覇
権
主
義
は
、
社
会
主
義

の
大
国
だ
け
に
あ
ら
わ
れ
る
逸
脱

で
は
な
い
。『
軍
事
境
界
線
』
と
日

本
漁
船
銃
撃
事
件
な
ど
の
問
題

で
、
科
学
的
社
会
主
義
の
道
理
も

国
際
法
も
無
視
し
た
立
場
を
と

り
、
自
分
た
ち
の
そ
の
立
場
に
同

調
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
わ
が

党
に
不
当
な
攻
撃
を
く
わ
え
て
き

た
朝
鮮
労
働
党
の
態
度
は
、
覇
権

主
義
の
一
つ
の
野
蛮
な
典
型
で
あ

る
。
ま
た
、
わ
が
党
は
、
自
国
指

導
者
の
名
を
冠
す
る
『
主
義
』
や

『
思
想
』
を
世
界
的
な
指
導
思
想

と
し
て
礼
賛
し
、
あ
れ
こ
れ
の
追

従
組
織
を
育
成
し
て
、
そ
れ
を
わ

が
国
に
お
し
つ
け
る
覇
権
主
義
的

行
為
に
た
い
し
て
も
、
こ
れ
を
断

固
と
し
て
拒
否
す
る
。
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」
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」
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鮮
」
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朝
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」

「
朝
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」

「
朝
鮮
」

「
朝
鮮
」
と
日
本

と
日
本

と
日
本

と
日
本

と
日
本

　　　　　
い
ま
朝
鮮
半
島
に
は
、
南
に
大

韓
民
国
、
北
に
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
と
い
う
二
つ
の
国
が
あ

り
ま
す
が
、
も
と
も
と
一
つ
の
民

族
、
国
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
朝
鮮
ほ
ん
ら
い
の
姿
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
意
志
で
は
な
く
外

部
の
勢
力
の
都
合
で
二
つ
に
分
裂

さ
せ
ら
れ
、
お
た
が
い
に
い
が
み

あ
う
の
は
や
め
よ
う
、
朝
鮮
が
二

つ
の
国
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
不

自
然
だ
、
自
分
た
ち
の
力
で
も
と

の
姿
に
も
ど
そ
う
、
と
誓
い
合
っ

た
と
こ
ろ
に
、
二
〇
〇
〇
年
六
月

の
「
南
北
共
同
宣
言
」
の
最
も
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
国
は
、
明
治
の
は
じ
め

か
ら
、「
征
韓
論
」
に
基
づ
く
朝
鮮

侵
略
政
策
を
実
行
し
、
朝
鮮
の
犠

牲
の
上
で
強
国
の
仲
間
入
り
を
し

た
と
い
う
、
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
地
に
し
た

「
韓
国
併
合
」
一
九
一
〇
（
明
治
四
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三
）
年
の
前
の
年
に
日
本
に
住
ん

で
い
た
朝
鮮
人
は
わ
ず
か
に
八
〇

〇
人
た
ら
ず
で
し
た
。
そ
れ
が
、

一
九
二
〇
年
日
本
政
府
の
朝
鮮
で

の
「
産
米
増
殖
計
画
」
実
施
の
も

と
、
莫
大
な
量
の
朝
鮮
米
が
日
本

に
積
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
農
業
不
振
」「
生
活
難
」
を
生
み

出
し
、
食
え
な
い
か
ら
、
日
本
に

来
た
と
朝
鮮
人
が
増
加
し
た
。

　
一
九
三
七
年
七
月
七
日
「
廬
溝

橋
事
件
」
を
き
っ
か
け
に
中
国
と

の
全
面
戦
争
に
突
入
。
翌
一
九
三

八
年
陸
軍
特
別
志
願
制
度
が
施
行

さ
れ
、
朝
鮮
の
青
年
を
戦
場
に
動

員
す
る
く
わ
だ
て
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
〇
年
「
創

氏
改
名
」
が
強
制
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
人
の

青
壮
年
男
子
の
ほ
と
ん
ど
が
、
軍

隊
に
か
り
出
さ
れ
た
不
足
を
補
う

労
働
力
と
し
て
、
集
団
的
に
朝
鮮

か
ら
日
本
に
連
れ
て
来
た
な
ど
に

よ
り
、
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
敗

北
し
て
か
ら
、
も
う
六
〇
年
以
上

が
た
ち
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
の
歴
史
教
科
書
に
対
し

て
、
韓
国
・
朝
鮮
や
中
国
な
ど
ア

ジ
ア
か
ら
き
び
し
い
批
判
が
た
え

な
い
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
韓
国
を
滅
ぼ
し
て
三
六
年
間
も

植
民
地
と
し
て
支
配
し
た
時
代
の

考
え
方
、
ま
た
「
聖
戦
」
だ
と
言

い
は
っ
た
戦
争
で
ア
ジ
ア
、
太
平

洋
上
の
島
々
で
二
〇
〇
〇
万
人
も

の
人
た
ち
を
犠
牲
に
し
た
そ
の
戦

争
を
、
い
ま
な
お
「
植
民
地
の
解

放
戦
争
だ
っ
た
」
な
ど
と
正
当
化

し
、
そ
れ
で
日
本
の
子
ど
も
た
ち

を
教
育
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
被
害

を
受
け
た
国
々
の
人
た
ち
が
だ

ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
が
当
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
も
っ

て
そ
の
よ
う
な
ふ
る
い
歴
史
の
見

方
が
日
本
人
の
意
識
に
あ
り
、
教

科
書
に
も
な
っ
て
登
場
す
る
の
は

い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
理
由
の
根
本
は
明
治

以
降
の
相
次
ぐ
戦
争
の
は
て
に
、

一
九
四
五
年
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
敗
北
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
天
皇

が
ま
っ
た
く
責
任
を
と
ら
な
か
っ

た
こ
と

に
あ
る

と
言
え

ま
す
。

　
太
平
洋
戦
争
に

乗
り
出
す
一
年
前
、

一
九
四
〇
年
九
月

二
十
七
日
の
日
独

伊
三
国
軍
事
同
盟

締
結
を
前
に
し
て
、

「
皇
国
ノ
大
東
亜
新

秩
序
建
設
ノ
為
ノ

生
存
圏
」
の
定
義
に

つ
い
て
決
定
し
た
。

　
こ
の
日
本
の
「
生

存
圏
」
領
土
拡
張
と

支
配
権
の
範
囲
を

図
示
す
る
と
（
二
〇

〇
六
．
一
〇
．
六
衆
議

院
・
予
算
委
員
会
・
総
括

質
問
志
位
パ
ネ
ル
か
ら
）
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